
課題整理シート

平成30年度

No 課題 具体策 評価日
実行してどうだったか

（検証）
   クリア（終了）/持ち越し                

日就
１５０１

働く場がない
（一般就労） 2020年3月

日就
１５０２

働くことができるか不
安（一般就労）

2020年3月

日就
１５０３

アフターフォローがで
きない（一般就労）

支援員の養成と確保 2020年3月
事業所間の情報不足
が明らかになった

次年度継続

日就
１５０４

送り出した後の利用
者の確保　（福祉的
就労）

空き情報等を発信する 2020年3月
事業所間の情報不足
が明らかになった

次年度継続

日中・就労支援部会

相談支援事業所等を通して情報共有を
行う。

研修会や勉強会・発表会
等の情報を集め周知す
る

理由（持ち越す場合は新たな仮説を立てて記載）

定着支援の実績の検証を行う

次年度継続
情報量及び事業所間
の連携の不足が明ら
かになった。

日中・就労部会の活性化と情報共有の手
段を検討する。
就労支援マニュアル（仮）の作成を継続
検討。
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料
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－
3



日中・就労支援 部会
Plan（計画）

内容 誰が 誰が いつ どうやって

日就１５０１
働く場がない

　　　　　　　　　（一般就労）

当事者
事業者間の情報不足
当事者・雇用側双方の情報
不足

日就１５０２
働くことができるか不安

　　　　　　　　　（一般就労）

当事者
（親）

スキルアップと就労支援が
不足している

日就１５０３
アフターフォローができない

　　　　　　　　　（一般就労）
事業所

日常の業務に追われ手が回
らない

人員の確保及び就労定着
支援加算の活用

各事業所 令和２年
加算制度の周知と
活用を図る 令和２年度末

日就１５０４

送り出した後の人員の確保

　　　　　　　　（福祉的就労）
事業所

ニーズがどの程度あるのか
把握できていない＞
事業所間の情報不足が明ら
かになった

事業所間のネットワーク作り
事業所間
日中・就労

令和２年
相談支援事業所等
を通して情報共有
を行う。

令和２年度末

評価
予定時期

No
困りごと（事象） 原因

（分析）
どうやったらクリアできるか

（仮説）

具体的な取り組み

令和２年度末

日中・就労部会の活性化と
情報共有の手段を検討す
る。
就労支援マニュアル（仮）の
作成を継続検討。

プロジェクトの立
ち上げ、就職希
望者と企業の応
募の間マッチン
グをシステム化
できるか検討を
行う。

令和２年日中・就労


